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リエントラントスピングラスを示す不規則Au-15atO/oMn合金のX線散漫散乱強度を測定

し,その解析から,Mn原子の局所配列を再現した｡その構造の特徴は,Mn原子同志の2ndmn.

連結が発達していることであった｡この構造を基に Isingspin系を導入し,その磁性につい

て考察した｡その結果,Mn原子の局所構造を反映して,強磁性的な環壊が強いことがわかっ

た｡さらに,フラストレーション下にあるスピンが見られ,このスピンが,強磁性が失われて

スピングラスが現われる要因となっ七いると考えられる｡

4. メチルアルコールの遠赤外吸収の

測定とそのアサインメン ト

岩 下 智 明

メチルアルコールは,遠赤外領域に複雑な回転スペクトルをもっ｡遠赤外レーザー媒質とし

て用いられ,また,マイクロウェーブから中赤外の領域まで,回転吸収スペクトルの測定とそ

のアサインメントも,いくつか報告されている｡それらによって,エネルギー準位の理論計算

も行えるようになってきた｡しかし,まだアサインメントされていない吸収線 も多い｡

ここで払 メチルアルコールの4つの同位体CItOH,CH30D,CD30H,CD30I)につ
いて,遠赤外領域 15-70cm~1,分解能約 0.2cm~1の吸収スペクトルの測定を行い,一方,理

論計算により埠収スペクトルを求め,それらを比較して,実験で得たスペクトルのアサインメ

ントを行った｡

実験と計算で異なる所 もあるが,多くの吸収線は対応を付けることができた｡各同位体につ

いて,約30本の吸収線がァサインメントされた｡

5.X線熱散漫散乱波の回折

大 矢 康 裕

結晶格子の熱振動によって生じたⅩ線熱散漫散乱(TDS)が,同じ結晶の網平面によって

回折されると,Kossel線に類似の回折線が生じることは理論的実験的に明らかになっている｡

しかし,回折線の定量的測定は決して十分ではない｡本実験では,写真法によるⅩ線TDSの
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回折線 (白線 )の定量的測定を行い,最近提出された Bushuev等の理論の適用性を検討した｡

試料は,TDSの強いペンタエリスリトールを用いた｡Bushuev等が扱ったラウエ ･ケース

のみならず,ブラッグ･ケースについても理論値を導出し,実験値と比較検討した｡本実験の

解析には,入射線の幅に関する回折強度曲線の補正という新しい方法を取入れた｡これは,読

料とフイルムの間の距離を遠くすると回折線が明瞭になることの新しい説明を与える｡

6. X.線回折法によるGaAs-AIAs

-テロ界面の構造解析

加 瀬 友 博

2種類の半導体超薄膜を交互に積み重ねた半導体超格子は,新材料として注目を集めている｡

(GaAs)m (AIAs)n半導体超格子では,GaAsとAIAsの格子定数の違いから格子の不整

合が起こり,それを緩和するために超格子内部には,組成の変化と伴に格子歪みが存在してい

る｡本研究では,基本格子によるプラグ反射のまわりに現れる衛星反射の積分強度を測定し,

それらをフーリエ変換して構造解析を行った｡さらに,最小二乗法による解析も合わせて行っ

た｡その結果,界面付近では約2格子にわたってGa原子とAl原子が混在しており,格子歪

みの緩和のためにAIAs格子は成長方向に延びているが,GaAs格子はほとんど変化してい

ないことがわかった｡

7･ CD30Dレーザー線の解析

清 水 淳 一

メタノールレーザーは,遠赤外における光源として,早くから注目されてきた｡メタノール

の同位体の中で,CD30Dを除くものは,その発振機構 も解明され,エネルギー準位の計算,

分子定数もほぼ正確に求められている｡

ところが,CD30Ⅰ)についてはレーザー線の報告が少なかったこともあり,アサインメント

が行なわれていなかった,今回,CD30Dのレーザー線の報告があり,多くの三角型のエネル

ギーレベルが存在することが判明したのでアサインメントを試みた｡
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